
赤谷プロジェクトの活動 トピックス色々な活動をしているよ！

みなかみ町環境学習発表会
みなかみ町の小学生による環境学習発表会で森の恵み
体験コーナーと展示を行いました。
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　赤谷プロジェクトは、一緒に活動に加わって
いただけるサポーターを募集しています。活動
の中で研修の機会を豊富に用意しているため、
自然や野外活動の知識や経験がないと心配さ
れる方も、学びつつ活動に参加できます。
■お問合せ先

（公財）日本自然保護協会：松井・出島

　赤谷プロジェクトは、人と自然の共生と持続可能な地域
づくりをめざして活動しています。地域、自然保護団体、
国有林管理者という立場の異なる三者が共に活動するとい
う、全国的にもめずらしい取組です。
　活動地域は、群馬県みなかみ町北部、新潟県との県境に
広がる約１万 ha（10ｋｍ四方）の国有林。ほぼ中央に赤
谷川が流れることから「赤谷の森」と呼んでいます。
　植物や生き物の調査・研究、環境教育、研修の受入れなど、
活動はさまざま。毎月第一土曜日に行われる「赤谷の日」
には、県内外のサポーターが調査や体験学習などを行って
います。どなたでも参加できますので、お気軽にお問い合
わせ下さい。

赤谷プロジェクト地域協議会

理事（事務担当）　市毛　　亮
メールアドレス m-ichige@takuminosato.or.jp

※森の恵みと学びの家内
TEL 0278-25-8777

（公財）日本自然保護協会【NACS-J】

プロジェクト担当　松井　宏宇
http://www.nacsj.or.jp/akaya/index.html

メールアドレス akaya@nacsj.or.jp

TEL 03-3553-4107

林野庁関東森林管理局
赤谷森林ふれあい推進センター

所長　森内　賀久
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/index.html
メールアドレス ks_akaya_postmaster@maff.go.jp

TEL 0278-60-1272

赤谷プロジェクト、って？

赤谷プロジェクトサポーター募集！（たくさんの笑顔がまってます (^o^) ／）

新治小～未来につなぐ森づくり～
昨年ひろって育てたどんぐりをいきもの村の苗畑に植
えました。今年も新しいどんぐりの苗を育てています。

新治小森林環境教育事後学習
旧三国街道遠足の振り返り学習を行い、設置したセン
サーカメラに写った動物などを観察しました。

福島県三島町の桐植林地を視察
地域づくりWGメンバーで、三島町の桐の植林地などを
視察しました。

※トピックスの詳細は 赤谷森林ふれあい推進センター 検索

Ｈ30.10.14
伊勢崎市立殖蓮小森林教室（猿小）
泊まれる学校猿小で殖蓮小の4年生児童に森林教室
を行いました。

Ｈ30.10.19
沼田ごったくまつり
沼田市のごったくまつりに参加してプロジェクトの展示
とネイチャークラフトを行いました。

Ｈ30.12.2

Ｈ30.12.3

この情報誌は､間伐材利用の紙を使用しています。
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赤谷の森自然散策（冬）いきものサインをみつけよう
みなかみ町と共催でスノーシューを履いて自然観察、
雪遊びを満喫した後、猿ヶ京で民話と紙芝居を楽しみ
ました。

Ｈ31.2.9

千葉市立さつきが丘中森林環境教育
千葉村において、さつきが丘中2年生に環境教育（森
の体験ウォークラリー）を行いました。

Ｈ30.12.9Ｈ30.12.4

藤岡北高校環境学習
藤岡北高校の1年生に出前の環境学習（社会人講師）
を行いました。

Ｈ30.12.11

今回のテーマ『春のめざめ』（写真：赤谷森林ふれあい推進センター）

（巣材を運ぶイヌワシ　撮影：赤谷プロジェクト調査員　上田 大志）

フキノトウ トチノキの冬芽 キクザキイチゲ オオバクロモジ キブシの花

（公財）日本自然保護協会 http://www.nacsj.or.jp/akaya/
林野庁関東森林管理局赤谷森林ふれあい推進センター http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/ミニ写真館

AKAYA no MORI

Ｈ31.2.2

赤谷プロジェクトについて詳しく知りたい方はこちらもご覧ください。



　群馬県立自然史博物館では3月23日（土）～5月19日（日）まで「絶景といのち
が織りなすエコパークの山々」と題し、谷川連峰企画展が開催されます。
　美しい写真を交えて、谷川連峰とみなかみ町との関わり、ユネスコエコパークの
紹介、谷川連峰の地形や高山植物、イヌワシ、クマタカなどが生息する豊かな自然と
人々の営み、山からのシグナルとしてニホンジカやナラ枯れなどの問題とそれに取
り組む人々、いつまでも美しく豊かな谷川連峰を後世まで伝えていくための活動と
して赤谷プロジェクトと谷川岳エコツーリズムを例に紹介します。
　企画イベントとして、4月14日（日）13:30～15:30には同館学習室で記念シンポジ
ウムを開催。また、5月26日（日）9:15～15:00には、みなかみ町との共同企画で谷
川岳天神平観察会を実施するほか、3月の毎週土曜日14：00～15:00には、同館
実験室でイヌワシのモビール作りなども行いますので、ぜひご来館ください。

TOPICS

　みなかみ町は、地域の最大の宝であり資源である美しい
自然や景観、水をはじめとするたくさんの森林の恵みを、
未来を担う子どもたちにつないでいくとともに、町民が豊
かな自然環境のもとでゆとりある暮らしが実現できること
を目指しています。
　その想いのもと、利根川源流の防人として「みなかみ・
水・『環境力』宣言」を行うなど、自然と人間社会の共生を
目指したまちづくりに取り組んできたことが、ユネスコエ
コパーク（BR：Biosphere Reserve生物圏保存地域）へ
の登録という形で世界に認められました。
　町の森林面積の８割を占める国有林は、みなかみBRの
「核心地域」と「緩衝地域」に位置づけられ、水源涵養や
木材生産のみならず、素晴らしい景観を見せてくれたり、
環境教育の場として活用されるなど実に多面的な機能を

地域と繋がる赤谷プロジェクト
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発揮して、私たちの暮らしに深く結びついています。
　そして、赤谷プロジェクトの目指す「人と自然の共生と
持続可能な地域づくり」というテーマはまさにユネスコ
エコパークの理念そのものであり、地域・自然保護団体・
国有林管理者という立場の異なる三者が協働する姿は国
内外から注目され、みなかみBRの柱となる取組であると
言えます。
　町は将来にわたり、豊かな自然環境をまもり・いかし・
ひろめていくために、赤谷プロジェクトを通じて蓄積され
た知見やノウハウを様々な形で活かし、国有林と連携を
図りながら、共に持続可能な地域づくりを進めていきた
いと考えております。
　引き続きご指導ご協力をお願いいたします。

群馬県立自然史博物館が『谷川連峰企画展』を開催群馬県立自然史博物館が『谷川連峰企画展』を開催

絶景といのちが織りなす
　 　　エコパークの山々
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林内設置型囲い罠

箱罠

13日間毎日見回りするのは大変で
した。2019年度は林業試験場の坂
庭さんのアドバイスを
受けて、電波の届く
場所にくくり罠を設
置し自動通報装置
を試してみたいと
思います。

今後、鉱塩とくくり罠を用いた試験の
事例を増やしたいと考えております。
　 　普段狩猟されている

方で、この罠を使っ
てみたいという方
がいらっしゃいま
したらぜひご連絡
ください！

くくり罠

みなかみ町長 鬼頭 春二

みなかみユネスコエコパークと
赤谷プロジェクト
みなかみユネスコエコパークと
赤谷プロジェクト

赤谷のイヌワシ♀

谷川連峰

みなかみ町全景みなかみ町全景



　群馬県立自然史博物館では3月23日（土）～5月19日（日）まで「絶景といのち
が織りなすエコパークの山々」と題し、谷川連峰企画展が開催されます。
　美しい写真を交えて、谷川連峰とみなかみ町との関わり、ユネスコエコパークの
紹介、谷川連峰の地形や高山植物、イヌワシ、クマタカなどが生息する豊かな自然と
人々の営み、山からのシグナルとしてニホンジカやナラ枯れなどの問題とそれに取
り組む人々、いつまでも美しく豊かな谷川連峰を後世まで伝えていくための活動と
して赤谷プロジェクトと谷川岳エコツーリズムを例に紹介します。
　企画イベントとして、4月14日（日）13:30～15:30には同館学習室で記念シンポジ
ウムを開催。また、5月26日（日）9:15～15:00には、みなかみ町との共同企画で谷
川岳天神平観察会を実施するほか、3月の毎週土曜日14：00～15:00には、同館
実験室でイヌワシのモビール作りなども行いますので、ぜひご来館ください。

TOPICS

　みなかみ町は、地域の最大の宝であり資源である美しい
自然や景観、水をはじめとするたくさんの森林の恵みを、
未来を担う子どもたちにつないでいくとともに、町民が豊
かな自然環境のもとでゆとりある暮らしが実現できること
を目指しています。
　その想いのもと、利根川源流の防人として「みなかみ・
水・『環境力』宣言」を行うなど、自然と人間社会の共生を
目指したまちづくりに取り組んできたことが、ユネスコエ
コパーク（BR：Biosphere Reserve生物圏保存地域）へ
の登録という形で世界に認められました。
　町の森林面積の８割を占める国有林は、みなかみBRの
「核心地域」と「緩衝地域」に位置づけられ、水源涵養や
木材生産のみならず、素晴らしい景観を見せてくれたり、
環境教育の場として活用されるなど実に多面的な機能を

地域と繋がる赤谷プロジェクト

テ
ィ
ン
グ
を
試
み
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
出

現
時
間
が
夜
間
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

実
施
期
間
中
シ
カ
の
出
現
が
な
く
捕
獲
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

効
率
的
な
捕
獲
手
法
の
開
発

(
罠
に
よ
る
捕
獲
試
験
)

　
こ
れ
を
受
け
て
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
哺
乳
類

Ｗ
Ｇ
で
は
、
2
0
1
8
年
度
夜
間
で
も
捕
獲
で
き

る
罠
に
よ
る
捕
獲
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
群
馬
県
林
業
試
験
場
主
任

研
究
員
の
坂
庭
氏
か
ら
技
術
協
力
を
受
け
る
と
と

も
に
、
猟
友
会
を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
も
得
て
捕
獲
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
使
用
し
た
罠
は
、
林
内
設
置
型
囲
い
罠
１
箇
所

（
１
機
）、
箱
罠
１
箇
所
（
１
機
）、
く
く
り
罠
を
２

箇
所
（
各
３
機
）
の
３
種
と
し
比
較
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　
林
内
設
置
型
囲
い
罠
は
、
い
き
も
の
村
の
上
部

の
ス
ギ
林
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
大
き
さ
は
、
縦
・

横
10
ｍ
四
方
、
高
さ
２
ｍ
を
ネ
ッ
ト
で
囲
い
、
入

口
を
２
箇
所
開
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
箱
罠
は
、
赤
沢
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
周
辺
の

林
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
大
き
さ
は
、
縦
１
ｍ
×

横
２
ｍ
×
高
さ
１
ｍ
の
鉄
製
の
物
で
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
も
運
搬
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
内
側
に
誘
引
餌
材
と
し
て
鉱
塩
を
置

き
、
シ
カ
が
中
に
入
り
鉱
塩
に
触
れ
る
と
自
動
で

入
口
が
閉
じ
る
構
造
で
、
同
時
に
携
帯
電
話
網
に

よ
り
ス
マ
ホ
等
へ
自
動
通
報
す
る
仕
組
み
も
取
り

付
け
、
見
回
り
コ
ス
ト
を
減
ら
す
取
り
組
み
も
行

い
ま
し
た
。

　
罠
に
慣
ら
す
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
約
１
ヶ
月
前
か

ら
設
置
し
、
10
月
29
日
か
ら
11
月
14
日
の
17
日
間

で
捕
獲
を
試
み
ま
し
た
が
、
構
造
的
に
シ
カ
が
警

戒
し
た
こ
と
や
罠
を
慣
ら
す
期
間
が
短
か
っ
た
こ

と
の
影
響
か
、
結
果
と
し
て
ど
ち
ら
の
罠
も
捕
獲

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
く
く
り
罠
は
小
出
俣
林
道
の
ス
ギ
林
内
２
箇
所

に
設
置
し
、
１
箇
所
あ
た
り
３
機
の
罠
を
設
置
し

ま
し
た
。設
置
し
た
く
く
り
罠
は（
株
）三
生
の
ス
ー

パ
ー
マ
グ
ナ
ム
と
い
う
機
種
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
錯
誤
捕
獲
対
策
と
し
て
、
こ
の
罠
は
踏
み

抜
き
の
荷
重
を
変
え
ら
れ
る
た
め
、
シ
カ
以
外
の
大

き
さ
が
異
な
る
哺
乳
類
を
錯
誤
捕
獲
す
る
リ
ス
ク
を

減
ら
せ
る
と
考
え
使
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
罠
を
通

常
設
置
す
る
獣
道
で
は
な
く
、
獣
道
か
ら
外
し
て
設

置
す
る
こ
と
で
鉱
塩
に
興
味
を
示
さ
な
い
他
の
哺
乳

類
の
捕
獲
を
防
ぐ
工
夫
も
し
ま
し
た
。捕
獲
期
間
は
、

囲
い
罠
等
と
同
期
間
で
行
い
、
稼
働
日
数
は
見
回
り

が
で
き
な
い
土
日
な
ど
を
除
い
た
13
日
間
で
実
施
し

ま
し
た
。

齋藤一広

松井宏宇

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

低
密
度
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
Ⅱ

赤
谷
の
森
で

わ
か
った
こ
と

赤
谷
の
森
で

わ
か
った
こ
と

　
2
0
1
8
年
３
月
に
赤
谷
の
森
だ
よ
り
ｖ
ｏ
ｌ
．

37
号
で
紹
介
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
低
密
度
管
理
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
今
回
は
今
年
度
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

赤
谷
の
森
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
現
状
と

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
赤
谷
の
森
で
は
2
0
0
8
年
か
ら
哺
乳
類
全
般

を
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
り
調
査
し
て
い
ま
す
が
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
降
、
シ
カ
）
の
生
息
状
況
を

2
0
0
8
年
と
現
在
で
比
較
し
て
み
る
と
撮
影
地

点
数
で
約
12.
5
倍
、
撮
影
頻
度
（
R
A
I
）
で
最

大
15.
5
倍
と
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

植
生
に
与
え
る
影
響
量
の
調
査
で
は
、
摂
食
痕
の

地
点
数
は
増
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
影
響
は
湿
地

な
ど
部
分
的
で
あ
り
、
全
体
的
に
は
ま
だ
健
全
で

あ
る
と
い
え
る
状
態
で
す
。

　
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
よ
う
な
調
査

の
積
み
重
ね
を
経
て
、
実
際
に
捕
獲
試
験
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
、2
0
1
7
年
に
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー

齋
藤
一
広
／

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

松
井
宏
宇

公
益
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会

発揮して、私たちの暮らしに深く結びついています。
　そして、赤谷プロジェクトの目指す「人と自然の共生と
持続可能な地域づくり」というテーマはまさにユネスコ
エコパークの理念そのものであり、地域・自然保護団体・
国有林管理者という立場の異なる三者が協働する姿は国
内外から注目され、みなかみBRの柱となる取組であると
言えます。
　町は将来にわたり、豊かな自然環境をまもり・いかし・
ひろめていくために、赤谷プロジェクトを通じて蓄積され
た知見やノウハウを様々な形で活かし、国有林と連携を
図りながら、共に持続可能な地域づくりを進めていきた
いと考えております。
　引き続きご指導ご協力をお願いいたします。

群馬県立自然史博物館が『谷川連峰企画展』を開催群馬県立自然史博物館が『谷川連峰企画展』を開催

絶景といのちが織りなす
　 　　エコパークの山々

　
設
置
後
も
シ
カ
が
警
戒
す
る
こ
と
な
く
鉱
塩
を

舐
め
る
姿
を
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で
確
認
で
き
、
稼

働
10
日
目
に
オ
ス
ジ
カ
（
０
歳
）
1
頭
の
捕
獲
に

成
功
し
ま
し
た
。
な
お
、
捕
獲
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
も
シ
カ
の
出
現
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

誘
引
効
果
を
維
持
し
つ
つ
、
同
じ
箇
所
で
再
度
捕

獲
で
き
る
可
能
性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
捕
獲
効
率
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
誘

引
捕
獲
は
1.
85
頭
／
1
0
0
T
N
（
ト
ラ
ッ
プ

ナ
イ
ト
）
と
な
り
、
比
較
的
高
密
度
下
で
誘
引

を
せ
ず
獣
道
上
に
設
置
し
た
く
く
り
罠
に
よ
る

捕
獲
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
も
、
誘
引
捕
獲
の
方

が
よ
り
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
1

頭
だ
け
の
捕
獲
で
し
た
が
、
低
密
度
の
中
で
捕

獲
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
シ
カ
の
低
密
度
管

理
に
繋
が
る
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

（「
頭
/
1
0
0
T
N
」
と
は
、
１
機
の
罠
を

1
0
0
日
間
稼
働
し
た
場
合
の
捕
獲
率
）

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
度
の
取
り
組
み
で
、
鉱
塩
を
用

い
た
く
く
り
罠
に
よ
る
誘
引
捕
獲
の
有
効
性
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
見
回
り
に
掛
か
る

労
力
の
問
題
は
残
り
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
は

見
回
り
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
自
動
通
報
装
置
を

く
く
り
罠
で
も
応
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
囲
い
罠
と
箱
罠
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

慣
ら
し
期
間
を
多
め
に
と
る
な
ど
実
証
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
み
な
か
み
町
や
地

元
の
猟
友
会
と
連
携
・
協
力
し
て
シ
カ
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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受けて、電波の届く
場所にくくり罠を設
置し自動通報装置
を試してみたいと
思います。

今後、鉱塩とくくり罠を用いた試験の
事例を増やしたいと考えております。
　 　普段狩猟されている
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赤谷プロジェクトの活動 トピックス色々な活動をしているよ！

みなかみ町環境学習発表会
みなかみ町の小学生による環境学習発表会で森の恵み
体験コーナーと展示を行いました。

赤谷プロジェクト地域協議会／（公財）日本自然保護協会／林野庁関東森林管理局

2019.3.15

40vol.

　赤谷プロジェクトは、一緒に活動に加わって
いただけるサポーターを募集しています。活動
の中で研修の機会を豊富に用意しているため、
自然や野外活動の知識や経験がないと心配さ
れる方も、学びつつ活動に参加できます。
■お問合せ先

（公財）日本自然保護協会：松井・出島

　赤谷プロジェクトは、人と自然の共生と持続可能な地域
づくりをめざして活動しています。地域、自然保護団体、
国有林管理者という立場の異なる三者が共に活動するとい
う、全国的にもめずらしい取組です。
　活動地域は、群馬県みなかみ町北部、新潟県との県境に
広がる約１万 ha（10ｋｍ四方）の国有林。ほぼ中央に赤
谷川が流れることから「赤谷の森」と呼んでいます。
　植物や生き物の調査・研究、環境教育、研修の受入れなど、
活動はさまざま。毎月第一土曜日に行われる「赤谷の日」
には、県内外のサポーターが調査や体験学習などを行って
います。どなたでも参加できますので、お気軽にお問い合
わせ下さい。

赤谷プロジェクト地域協議会

理事（事務担当）　市毛　　亮
メールアドレス m-ichige@takuminosato.or.jp

※森の恵みと学びの家内
TEL 0278-25-8777

（公財）日本自然保護協会【NACS-J】

プロジェクト担当　松井　宏宇
http://www.nacsj.or.jp/akaya/index.html

メールアドレス akaya@nacsj.or.jp

TEL 03-3553-4107

林野庁関東森林管理局
赤谷森林ふれあい推進センター

所長　森内　賀久
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/index.html
メールアドレス ks_akaya_postmaster@maff.go.jp

TEL 0278-60-1272

赤谷プロジェクト、って？

赤谷プロジェクトサポーター募集！（たくさんの笑顔がまってます (^o^) ／）

新治小～未来につなぐ森づくり～
昨年ひろって育てたどんぐりをいきもの村の苗畑に植
えました。今年も新しいどんぐりの苗を育てています。

新治小森林環境教育事後学習
旧三国街道遠足の振り返り学習を行い、設置したセン
サーカメラに写った動物などを観察しました。

福島県三島町の桐植林地を視察
地域づくりWGメンバーで、三島町の桐の植林地などを
視察しました。

※トピックスの詳細は 赤谷森林ふれあい推進センター 検索

Ｈ30.10.14
伊勢崎市立殖蓮小森林教室（猿小）
泊まれる学校猿小で殖蓮小の4年生児童に森林教室
を行いました。

Ｈ30.10.19
沼田ごったくまつり
沼田市のごったくまつりに参加してプロジェクトの展示
とネイチャークラフトを行いました。

Ｈ30.12.2

Ｈ30.12.3

この情報誌は､間伐材利用の紙を使用しています。
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赤谷の森自然散策（冬）いきものサインをみつけよう
みなかみ町と共催でスノーシューを履いて自然観察、
雪遊びを満喫した後、猿ヶ京で民話と紙芝居を楽しみ
ました。

Ｈ31.2.9

千葉市立さつきが丘中森林環境教育
千葉村において、さつきが丘中2年生に環境教育（森
の体験ウォークラリー）を行いました。

Ｈ30.12.9Ｈ30.12.4

藤岡北高校環境学習
藤岡北高校の1年生に出前の環境学習（社会人講師）
を行いました。

Ｈ30.12.11

今回のテーマ『春のめざめ』（写真：赤谷森林ふれあい推進センター）

（巣材を運ぶイヌワシ　撮影：赤谷プロジェクト調査員　上田 大志）

フキノトウ トチノキの冬芽 キクザキイチゲ オオバクロモジ キブシの花

（公財）日本自然保護協会 http://www.nacsj.or.jp/akaya/
林野庁関東森林管理局赤谷森林ふれあい推進センター http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/ミニ写真館

AKAYA no MORI

Ｈ31.2.2

赤谷プロジェクトについて詳しく知りたい方はこちらもご覧ください。


